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より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

　

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

オ
レ
ン
ジ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

「
挑
戦
と
情
熱
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、フ
ァ
イ
ト
＆
フ
ァ
イ
ヤ
ー

に
ち
な
ん
で「
フ
ァ
イ
」と
命
名
。

ブ
ル
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は「
冷

静
さ
と
知
性
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、「
凛
」と
し
た
人
物
像
か
ら

「
リ
ー
ン
」と
命
名
し
ま
し
た
。

　

八
月
二
日（
日
）に
開
催
さ
れ

た
聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、フ
ァ
イ
と
リ
ー
ン
が

初
登
場
。
暑
さ
に
も
負
け
ず
、

決
め
ポ
ー
ズ
で
多
く
の
来
場
者

と
記
念
撮
影
す
る
な
ど
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。フ
ァ

イ
と
リ
ー
ン
は
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
す
る
予

定
で
す
。
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　聖徳学園は、平成15年11月に
日本の教育機関では初めて品質
管理システムのISO9001および
環境管理システムのISO14001、
両国際規格の認証を同時取得
しました。
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七
月
十
九
日（
日
）、
松
戸
中

央
公
園
で「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
８

～
み
ん
な
バ
ク
ハ
ツ
宣
言
～
」

（
主
催
／
聖
徳
大
学
児
童
学
研

究
所
、
生
涯
学
習
研
究
所
）が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
八

回
目
と
な
る
ア
ー
ト
パ
ー
ク
は
、

雨
の
た
め
初
の
延
期
と
な
り
ま

し
た
が
、
八
百
二
十
二
名
の
親

子
が
集
ま
り
、
学
生
と
ア
ー
ト

な
遊
び
を
一
日
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、今
ま
で
で
一
番
多
い

十
四
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
公

園
各
所
で
行
わ
れ
、
昨
年
同
様
、

児
童
学
科・保
育
科
の
ゼ
ミ
生
や

教
員
、
有
志
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

美
術
部
な
ど
聖
徳
学
園
の
メ
ン

バ
ー
と
、
地
域
団
体（
松
戸
ま
ち

づ
く
り
会
議
、KE

YA
K

ID
S

、

ま
つ
ど
工
房
、
じ
ゅ
ん
び
し
つ
、

千
葉
大
学
園
芸
学
部
・
木
下
研

究
室
）が
企
画
・
運
営
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
昨
年
の
経
験
者
で

あ
る
大
学
四
年
生
と
今
回
新
た

に
保
育
科
Ⅱ
部
が「
お
た
す
け

隊
」と
な
り
、
全
体
の
サ
ポ
ー
ト

も
行
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容

は
、
五
メ
ー
ト
ル
を

超
す
段
ボ
ー
ル
製
の

「
ト
ン
デ
モ
ポ
ー
ル（
大
成

ゼ
ミ
）」
の
周
り
で
絵
具
遊
び

を
行
っ
た
り
、「
つ
な
げ
よ
う
！ 

夢
を
つ
め
こ
む
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
グ

（
北
沢・
保
育
科
有
志
＋K

E
YA

 
K

ID
S

）」で
は
、
紙
袋
に
自
由

に
お
絵
描
き
し
て
公
園
に
吊
る

し
ま
し
た
。
い
つ
も
と
違
う
カ

ラ
フ
ル
な
空
間
が
出
来
上
が
り
、

こ
の
作
品
は
、
今
後
地
域
の
お

祭
り
等
で
も
使
う
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
音
楽
の
前
野
ゼ
ミ

は
お
昼
に
演
奏
会
を
開
き
、
親

子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
五
日（
土
）、

夏
の
伝
統
行
事「
Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏
期
保
育
大

学
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
」は
地
域
と
連

携
し
、公
園
を
核
に
松
戸
の
マ
ン

パ
ワ
ー
が
集
結
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
今
後
も
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は「
こ
れ
か
ら
の
保
育
を

考
え
る
」を
総
合
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
を

中
心
に
、
計
四
百
六
十
名
の
方

に
お
申
込
み
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、

「
そ
れ
い
け
！

ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

「
ジ
ュ
エ
ル
ペ
ッ

ト
て
ぃ
ん
く
る

☆
」
な
ど
の
ア

ニ
メ
の
脚
本
を

手
掛
け
た
脚
本

家
の
島
田
満
先

生
に「
心
を
は

ぐ
く
む 

感
受

性
を
育
て
る
」と
題
し
、
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
折
れ
や
す
い

心
を
強
く
豊
か
に
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
、
ア
ニ
メ
作

品
を
引
用
し
な
が
ら
お
話
し

い
た
だ
き
、
ま
た
、
二
十
年
以

上
に
わ
た
っ
て
ア
ニ
メ
の
脚
本

に
携
わ
る
中
で
培
っ
た
信
念

や
自
身
の
経
験
に
つ
い
て
も

話
が
及
び
、
興
味
深
い
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
十
二
の
分
科
会
に
分

か
れ
、
講
義
や
体
験
を
通
し
、

各
分
野
の
視
点
か
ら
交
流
を
深

め
る
こ
と
の
で
き
る
、
充
実
し

た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
十
八
年
続
く
夏
期
保
育
大

学
は
、「
保
育
の
聖
徳
®
」の
総
力

を
結
集
す
る
企
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。

聖
徳
大
学
創
立
25
周
年
・

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
創
立
50
周
年

学生スタッフと記念撮影するファイとリーン

オ
フィシ
ャ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

愛
称
決
定！

【オレンジ】 【ブルー】
挑戦と情熱 冷静さと知性

ファイ リーン

　今年度も聖徳大学・聖徳大学短期大学部の聖徳祭を開催します！
　テーマの「ひだまり～一歩前進～」には、「聖徳祭を『ひだまり』のような
温かさにあふれ、世代を問わず、多くの来場者が集まる場にしたい。そして、
学生・教職員・来場者一人ひとりが聖徳祭で得た温かい心を持って、自分の
信じる未来へ前進していきたい」という願いが込められています。
　当日は、華やかな野外ステージ発表、クイズラリー、売り切れ必至の

「学生たちによるランチ・ケーキの販売」など、学科ごとの工夫や、学生の
日頃の学びを生かした聖徳祭ならではの企画が盛りだくさんです。
　ご家族揃って、ぜひお越しください！

　短期大学部総合文化学科では、千葉興業銀行との共同企画「千産千商」に
おいて、企業とのコラボ商品の製造・販売を行います。

　学生から聖徳祭ポスタ－作品を募集した
結果、79点の作品が寄せられました。学友
会役員および聖徳祭委員で厳正に審査した
結果、社会福祉学科養護教諭コース1年の
田中友理恵さん・千葉舞子さんの作品に決
定しました。赤のガーベラには「踏み出せ」、
オレンジのガーベラには「冒険心」という
意味があり、女性が未来に向かって一歩
前 進している姿が今年度のテ－マにふさ
わしい作品です。

第51回聖徳祭聖徳大学・聖徳大学短期大学部

地元企業とのコラボ商品も登場！

11月7日（土）・8日（日）開催
今年度のテーマ   「ひだまり 〜一歩前進〜」

11月7日（土） 13：00〜
14：00〜

新フォーマルスーツ ファッションショー（仮称）
Happy Homecoming（受付13：30〜）

大学・短大部 第51回 聖徳祭
ステージ発表 〔川並香順記念講堂〕

11／7（土）

11／3（火・祝）

10／18（日）

10／25（日）

■ 三田幼稚園

■ 多摩中央幼稚園

■ 八王子中央幼稚園

■ 附属小学校

■ 附属幼稚園・附属第二幼稚園・
　 　　　　　　附属成田幼稚園・附属浦安幼稚園

■ 幼児教育専門学校

10：00〜12：30

10：00〜14：30

10：00〜14：30

10：00〜14：30

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

聖徳祭ポスタ－が決定！

学園祭 開催案内

第30回
聖徳祭

文化祭 10／18（日）11／3（火・祝）
8：10〜15：0010：00〜14：30

第
四
十
八
回 

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

夏
期
保
育
大
学
を
開
催

「トンデモポール」（児童学科大成ゼミ制作） 

ア
ー
ト
パ
ー
ク
８

～
み
ん
な
バ
ク
ハ
ツ
宣
言
～
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聖
徳
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は
、
昨
年
度
、
四
部
か
ら

三
部
に
昇
格
し
、
関
東
大
学
女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
に
臨
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も

実
力
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
学
校

と
の
戦
い
は
、予
想
以
上
に
苛
烈

を
き
わ
め
、
二
十
四
校
中
十
九

位
と
い
う
不
本
意
な
順
位
で
終

わ
り
、
四
部
の
上
位
チ
ー
ム
と

の
入
替
戦
に
臨
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
四
部
降
格
の
危
機
が

迫
る
崖
っ
ぷ
ち
の
状
況
で
し
た

が
、
大
一
番
を
見
事
に
制
し
、

三
部
に
踏
み
留
ま
り
ま
し
た
。

部
員
た
ち
の
底
力
は
、
ま
さ
に

天
晴
れ
で
し
た
。

　

八
月
末
か
ら
本
年
度
の
三
部

リ
ー
グ
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

捲
土
重
来
を
期
し
て
、
九
月
二

日
に
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
並
弘
純
学
長
、
増
井
三
夫
副

学
長
、
野
原
八
千
代
学
生
部
長
、

川
並
孝
純
学
園
事
務
局
長
、
辻

正
行
大
学
事
務
局
長
、
そ
し
て

学
友
会
会
長
の
齋
藤
千
恵
さ
ん

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言
葉
を

か
け
ら
れ
、
ま
た
、
学
長
公
認

私
設
応
援
団
長
・
吉
田
眞
言
参

与
か
ら
は
、魂
の
こ
も
っ
た「
フ

レ
ー！
フ
レ
ー！
」の
エ
ー
ル
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

部
員
た
ち
は
皆
、高
松
夢
キ
ャ

プ
テ
ン
が
表
明
し
た「
目
標
十 

二
位
以
内
」に
向
け
、
気
持
ち

を
奮
い
立
た
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
学
を
挙
げ
て
の
応

援
を
受
け
な
が
ら
、
毎
試
合
、

最
後
ま
で
気
持
ち
を
切
ら
さ
ず

に
頑
張
り
ま
す
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」と
は

学
生
が
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
務
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
企

業
等
で
社
員
と
一
緒
に
日
常
業

務
を
体
験
す
る
制
度
で
す
。
学

生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
責
任
感
、
問
題
解
決
力
等
、

社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
た
め

に
必
要
な
基
礎
能
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
大
学
で
は
積
極
的

に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

行
っ
て
い
る
学
生
四
名
の

活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　
「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
」は

東
京
都
江
東
区
豊
洲
に
あ

る
三
～
十
五
歳
の
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
、 

楽
し
み

な
が
ら
社
会
の
し
く
み
が

学
べ
る
職
業
体
験
施
設
で

す
。K

JC
 G

R
O

U
P

株

式
会
社
が
運
営
し
、
現
在

九
十
種
類
以
上
の
仕
事
や

サ
ー
ビ
ス
が
体
験
で
き
ま

す
。
今
回
は
聖
徳
大
学
文

学
部
文
学
科
キ
ャ
リ
ア
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

三
年
の
佐
藤
晴
菜
さ
ん
、

竹
内
英
梨
香
さ
ん
、
米
川

真
由
さ
ん
の
三
名
の
学
生

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

し
て
参
加
。病
院
、ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
、カ
ー
エ
リ

ア
の
三
カ
所
で
、
子
ど
も

の
職
業
体
験
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は「
自
分
た

ち
も
楽
し
く
仕
事
が
で

き
る
」と
し
な
が
ら「
子

ど
も
は
繊
細
な
た
め
、
緊

張
の
あ
ま
り
泣
き
出
し

た
り
、
自
分
た
ち
の
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
と
こ

ろ
が
難
し
い
」と
、
こ
の

仕
事
の
魅
力
と
難
し
さ

を
語
り
ま
し
た
。受
け
入
れ
を
担

当
す
る
職
員
か
ら
は「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
あ
っ
て
も
、
お
客

様
で
あ
る
子
ど
も
や
保
護
者
に

対
し
て
正
職
員
と
同
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。
九

月
四
日（
金
）に
行
わ
れ
た
修
了

式
で
は
、
三
名
の
達
成
感
に
満

ち
た
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
あ
る

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
コ
ム
東
葛

葛
飾
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
佐
藤
晴
菜
さ
ん（
前
述

の
佐
藤
さ
ん
と
は
同
姓
同
名
の

別
学
生
で
す
）は
、
七
月
二
十
八

日（
火
）に
本
学
で
開
催
さ
れ
た

「
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
・
オ

リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
作

り
」を
取
材
し
ま
し
た
。当
日
は

職
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
撮

影
と
参
加
者
への
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

番
組
の
編
集
業
務
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
様
子
は
ニ
ュ
ー
ス
番

組「
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」で
放

送
さ
れ
、
出
演
し
た
佐
藤
さ
ん

は「
初
め
て
の
経
験
で
緊
張
し

た
が
、
楽
し
く
仕
事
が
で
き
た
。

将
来
は
人
に
何
か
を
伝
え
る
仕

事
に
就
き
た
い
」と
語
り
ま
し

た
。

キッザニア東京インターンシップ修了式

松井孝夫先生による体験授業

撮影に挑戦する佐藤さん（左）

危
機
を
乗
り
越
え
、
再
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
第
六
十
五
回 

関
東
大
学
女
子

　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
」

に
向
け
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
職
業
体
験

　

一
般
社
団
法
人
全
日
本
ピ
ア

ノ
指
導
者
協
会（
ピ
テ
ィ
ナ
）主

催
に
よ
る
第
三
十
九
回
ピ
ア
ノ・

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
で
約
四
万
人
超
の
参

加
者
に
よ
る
地
区
大
会
に
て
選

ば
れ
た
若
き
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち

第
三
十
九
回 

ピ
ティ
ナ・ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
ティ
シ
ョ
ン

全
国
決
勝
大
会
表
彰
式

左より安藤有佳さん、原佳之教授、西部裕香子さん、桂田康紀さん 

が
八
月
二
十
日（
木
）か
ら
四
日

間
、東
京
で
の
全
国
決
勝
大
会

で
熱
演
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
音
楽
学
部
に
お
け

る
専
門
教
育
、ま
た
児
童
学
部

お
よ
び
短
期
大
学
部
保
育
科
に

お
け
る
児
童
・
幼
児
教
育
者
養

成
の
一
環
と
し
て
、学
生
の
ピ

ア
ノ
教
育
に
と
り
わ
け
力
を
入

れ
て
お
り
、同
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
に
協
賛
し
て
い
ま
す
。
ピ
ア

ニ
ス
ト
を
目
指
す
全
国
の
若
者

た
ち
の
励
み
に
な
る
よ
う
に
と

考
え
、そ
の
中
で
特
に
優
秀
な

演
奏
者
に「
聖
徳
大
学
川
並
弘

昭
賞
」を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

八
月
二
十
四
日（
月
）に
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
開
催

さ
れ
た
全
国
決
勝
大
会
表
彰
式

に
お
い
て
、音
楽
学
部
演
奏
学

科
の
原
佳
之
教
授
よ
り
、次
の

四
名
に
同
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
原
教
授
は
受
賞
者
に
お
祝

い
と
今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る

励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
い
ま

し
た
。

■
ソ
ロ
部
門
Ｆ
級

（
高
等
学
校
三
年
生
以
下
の
部
）

桂
田
　
康
紀 

さ
ん（
北
海
道
）

亀
井
　
聖
矢 

さ
ん（
愛
知
県
）

安
藤
　
有
佳 

さ
ん（
北
海
道
）

■
グ
ラ
ン
ミ
ュ
ー
ズ
部
門
Ａ
１

（
二
十
三
歳
以
上

音
楽
愛
好
者
の
部
）

西
部 

裕
香
子 

さ
ん（
兵
庫
県
）

　

学
友
会
で
は
、
学
内
外
を
き

れ
い
に
保
つ
た
め
の
活
動
と
し

て
、ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
学
外
清
掃
、
学
内
美
化
、エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学

内
の
ゴ
ミ
箱
が
昨
年
よ
り
新
し

く
な
り
、ゴ
ミ
の
分
別
方
法
も

以
前
と
は
少
し
変
わ
っ
て
い
ま

す
。ゴ
ミ
の
分
別
表
示
は
左
記

の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
学
内
美
化
に
努

め
る
と
と
も
に
ゴ
ミ
を
減
ら

す
活
動
に
も
力
を
入
れ
、エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
と
し
て
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
す

る
専
用
の
ボ
ッ
ク
ス
を
学
内
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ

た
キ
ャ
ッ
プ
は
業
者
を
経
由
し

て
、
発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た

ち
に
ワ
ク
チ
ン
に
換
え
て
寄
付

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、

キ
ャ
ッ
プ
を
リ
サ
イ
ク
ル
に
出

す
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出

を
大
幅
に
削
減
し
、
環
境
保
全

に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
学
内
の
清
掃
業

者
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、

学
内
の
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
に
つ

い
て
の
お
話
を
う
か
が
う
な
ど
、

毎
日
の
学
生
生
活
の
中
で
、
学

内
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と
を
心

掛
け
、
常
に
清
潔
感
あ
ふ
れ
る

学
内
に
し
て
い
く
た
め
に
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

学
友
会
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈前期エコキャップ回収報告〉

　今回、学友会では、多くの方々のご協力
により、リサイクルメーカーを経由して、
回収したペットボトルキャップを104本
のワクチンに換えて発展途上国の子ども
たちへ届けました。

回収個数73,100個［170kgのゴミ削減、（ ）535.5kgのCO2削減となりました。］
ペットボトルキャップ引き渡しの様子

　

八
月
二
日（
日
）の
大
学
・
短
期

大
学
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
、毎
年
恒
例
と
な
っ
た「
音

教
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
音
教
」と
は
、音
楽
総
合
学
科

に
あ
る「
音
楽
教
員
養
成
コ
ー

ス
」の
こ
と
で
す
。
中
学
校
、
高

等
学
校
の
音
楽
教
員
や
、
小
学

校
教
員
を
目
指
す
学
生
が
学
ぶ

コ
ー
ス
で
す
。「
音
教
ま
つ
り
」は
、

そ
ん
な
音
楽
教
員
養
成
コ
ー
ス

の
す
べ
て
が
分
か
る
年
に
一
度

の「
お
ま
つ
り
」で
、
受
験
生
に

大
人
気
の
企
画
で
す
。

　

在
学
生
と
一
緒
に
合
唱
す
る

体
験
授
業
、
在
学
生
の
合
唱
ス

テ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
四
年
間
の

学
び
が
よ
く
分
か
る
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
教
員
に
よ
る
受
験
相
談

な
ど
、
ま
さ
に
コ
ー
ス
を
挙
げ

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
体

験
授
業
は
、
松
井
孝
夫
先
生
が

作
詞
・
作
曲
し
た「
笑
顔
を
忘
れ

て
し
ま
っ
た
君
に
」の
歌
い
合

わ
せ
。
た
く
さ
ん
の
高
校
生
が
、

在
学
生
の
間
に
入
っ
て
音
取
り

か
ら
始
め
、
最
後
に
は
大
き
な

合
唱
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
学
年
を
越
え
て
集
結

し
た
在
学
生
が
自
主
的
に
運
営

す
る「
音
教
合
唱
」の
ス
テ
ー
ジ
。

「
こ
の
合
唱
を
聴
い
て
、
音
教
を

受
験
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」

と
い
う
高
校
生
も
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

「
音
教
ま
つ
り
」を
開
催

　

今
回
参
加
し
て
く
れ
た
高
校

生
た
ち
に
は
、
来
年
、
再
来
年

に
は
ぜ
ひ
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
立

っ
て
、
同
じ
夢
を
追
う
仲
間
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。 

も
え
る
ゴ
ミ └

─
─
─
→ 

赤
色
の
枠

も
え
な
い
ゴ
ミ 

└
─
─
─
→ 

青
色
の
枠

あ
き
か
ん
、
あ
き
び
ん 

└
─
→ 

濃
い
青
色
の
枠

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

└
─
─
─
→ 

灰
色
の
枠

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
入
れ 

└→
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
入
れ
と

書
か
れ
た
掲
示
を
し
て
あ
る
容
器
。

（
各
階
に
よ
っ
て
容
器
の
種
類
は
異
な
り
ま
す
）
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聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「
試
験
対
策
」を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

九
月
六
日（
日
）、

第
十
八
回
後
援
会

静
岡
県
支
部
総

会
・
静
岡
地
区
保

護
者
会
を
開
催
し
、

大
学
お
よ
び
短
期

大
学
部
の
保
護
者

の
方
に
多
数
の
出

席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　

後
援
会
支
部
総

会
お
よ
び
保
護
者

会
は
、
北
海
道
か

ら
九
州
・
沖
縄
ま

で
全
国
十
一
支
部

で
毎
年
行
わ
れ
ま

す
。プ
ロ
グ
ラ
ム

前
半
の
支
部
総
会

で
は
、
卒
業
生
に

よ
る
学
生
生
活
や

就
職
に
つ
い
て
の

体
験
発
表
を
行
い
、

後
半
の
保
護
者
会

で
は
教
員
と
の
個

別
面
談
の
時
間
を

設
け
、
修
学
状
況

の
確
認
と
今
後
の
進
路
に
つ
い

て
、
学
校
と
保
護
者
が
一
体
と

な
っ
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
体
験
発
表
で
は
、

現
在
富
士
市
立
厚
原
保
育
園
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
増
田
早
也
香

さ
ん（
平
成
二
十
七
年
三
月
児

童
学
科
児
童
心
理
コ
ー
ス
卒
）

と
、
伊
豆
市
立
中
伊
豆
小
学
校

に
勤
務
さ
れ
て
い
る
山
下
め
ぐ

み
さ
ん（
同
小
学
校
教
員
養
成

コ
ー
ス
卒
）に
登
壇
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

増
田
さ
ん
は
、
目
標
を
富
士

市
に
絞
り
、
そ
れ
に
向
け
た
最

適
な
勉
強
法
や
試
験
対
策
を
調

べ
て
実
行
し
た
こ
と
、
保
育
園

や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
、シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

や
海
外
研
修
と
い
っ
た
聖
徳
教

育
を
大
切
に
し
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
教
育
実
習
や
ピ

ア
ノ
実
技
で
苦
労
し
た
体
験
、

ま
た
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

し
て
、「
大
学
で
ど
う
過
ご
し
た

か
、
そ
の
結
果
が
現
場
で
の
自

分
の
態
度
と
し
て
表
れ
て
く
る
。

立
ち
振
る
舞
い
や
人
間
関
係
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　

個
別
面
談
で
は
、
保
護
者
の

方
々
が
進
路
に
つ
い
て
担
当
の

教
員
と
熱
心
に
相
談
さ
れ
、
将

来
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
考
え

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。

　

八
月
二
十
八
日（
金
）か
ら

三
十
日（
日
）の
三
日
間
、
聖
徳

大
学
児
童
学
部
・
櫻
井
茂
教
授

と
同
ゼ
ミ
の
三
年
生
十
一
名
が
、

伊
勢
丹
松
戸
店「
サ
マ
ー
フ
ァ

ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の

企
画
と
し
て
、「
手
作
り
科
学
工

作
教
室
」を
実
施
し
、
小
学
生

を
中
心
に
多
数
の
参
加
者
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

同
ゼ
ミ
に
よ
る
工
作
教
室
は

今
年
で
三
回
目
を
数
え
、
毎
年
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
遊
具
を

作
っ
て
遊
べ
る
人
気
企
画
と
な

っ
て
い
ま
す
。
将
来「
先
生
」を

目
指
す
学
生
た
ち
が
製
作
方
法

を
参
加
者
の
前
で
説
明
し
、
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
製
作
を
優

し
く
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
日
三
回
で
、

合
計
九
種
類
。
初
日
は
、ロ
ー

　

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、
六
月
三
十
日

（
火
）、
七
月
一
日（
水
）、
九
日

（
木
）、
十
日（
金
）の
計
四
日
間

に
わ
た
り
、
西
﨑
勝
則
教
授
、

宮
本
友
弘
准
教
授
、
浅
岡
凜
講

師
に
よ
る「
試
験
対
策
の
仕
方
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
の
べ
二
百 

三
十
一
名
の
学
生
が
参
加
す
る

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
が
一
年
生
で
、
初
め

て
の
定
期
試
験
へ
の
意
識
が
高

い
と
同
時
に
、
悩
み
も
多
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
ま
ず
は
試
験
対
策
を
始

め
る
に
あ
た
り
確
認
し
て
お
く

べ
き
情
報
、
学
習
計
画
の
立
て

ソ
ク
船
、
び
っ
く
り
箱
、
は
ば

た
く
チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
。
二
日

目
は
、ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
、バ

ラ
ン
ス
ト
ン
ボ
、シ
ョ
ウ
ノ
ウ

船
。
最
終
日
は
、
万
華
鏡
、ゲ
コ

ゲ
コ
ガ
エ
ル
、ア
ロ
マ
ス
ラ
イ

ム
を
製
作
し
ま
す
。

　

初
日
の
ロ
ー
ソ
ク

船
で
は
、
ス
チ
ロ
ー

ル
板
を
船
の
形
に
し
、

船
の
推
進
を
担
う
パ

イ
プ
を
曲
げ
る
な
ど
、

切
っ
た
り
貼
っ
た
り

穴
を
開
け
た
り
と
い

う
工
程
が
続
き
ま
す
。

完
成
し
た
船
を
水
の

上
に
浮
か
べ
る
と
、

ロ
ー
ソ
ク
の
火
で
温

ま
っ
た
パ
イ
プ
中
の

水
が
水
蒸
気
に
変
化

し
て
噴
出
し
ま
す
。

方
な
ど
基
礎
的
な
内
容
を
講
義

し
、
そ
の
後
、
各
学
部
で
小
さ

な
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
同
じ

学
部
の
上
級
生（
学
生
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）か
ら
試
験
に
つ
い
て

自
分
た
ち
で
作
っ
た
船
が
勢
い

よ
く
進
む
と
、
大
き
な
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
一
日
三

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
制
覇
し
、

そ
の
中
か
ら
夏
休
み
の
自
由
研

究
の
作
品
を
選
ぶ
児
童
も
い
る

な
ど
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

夏
休
み
最
後
の
週
末
を
楽
し
み

ま
し
た
。

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
空
気
の

な
か
、
こ
れ
か
ら
試
験
に
臨
む

各
科
目
を
実
際
に
乗
り
越
え
て

き
た
先
輩
学
生
か
ら
学
習
の
ポ

イ
ン
ト
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
、

学
生
に
と
っ
て
満
足
度
の
高
い

セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

試
験
前
に
は
、
科
目
の
疑
問

点
を
解
消
し
た
い
学
生

で
セ
ン
タ
ー
は
満
員
御

礼
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
小
学
校
教
員
採
用

試
験
や
公
務
員
試
験
突

破
、
企
業
へ
の
内
定
を

目
指
す
学
生
は
、
面
接

対
策
や
筆
記
試
験
対
策

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
、

自
分
の
た
め
の
学
び
方

を
見
出
せ
る
よ
う
、
教

員
も
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

児
童
学
部
・
櫻
井
ゼ
ミ
が

「
夏
休
み
科
学
工
作
教
室
」を
実
施

ローソク船を浮かべて

セミナーは大盛況

第
十
八
回 

後
援
会
静
岡
県
支
部
総
会
・

静
岡
地
区
保
護
者
会
を
開
催

　

読
売
新
聞
社
が
主
催
す
る

「
第
三
十
二
回
読
売
書
法
展
」が

八
月
二
十
一
日（
金
）か
ら
三
十

日（
日
）に
か
け
て
行
わ
れ
、聖

徳
大
学
書
道
研
究
部（
顧
問
：

文
学
科
吉
田
洪
崖
教
授
）七
名

が
出
品
し
、全
員
が
入
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

本
年
の
読
売
書
法
展
は
、公

募
出
品
作
品
約
一
万
八
千
点
と

い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、

出
品
者
全
員
が
入
選
を
果
た
す

と
い
う
結
果
は
、日
頃
の
練
習
、

活
動
の
成
果
と
い
え
ま
す
。

　

同
展
は
漢
字
、か
な
、篆
刻
、

調
和
体
の
四
部
門
で
構
成
さ

れ
、全
国
八
カ
所
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

四
年

市
川　

皓
花（
漢
字
） （
写
真
❶
）

菊
地　

由
起（
漢
字
） （
写
真
❷
）

小
松
崎
彩
乃（
か
な
） （
写
真
❸
）

三
年

石
山　

樹（
漢
字
） （
写
真
❹
）

二
年

河
野　

寛
子（
漢
字
） （
写
真
❺
）

高
橋　

美
有（
漢
字
） （
写
真
❻
）

一
年

林　

久
予（
漢
字
） （
写
真
❼
）

入
選
者
　（
敬
称
略
）

読
売
書
法
展
出
品
者
全
員
入
選

書
道
研
究
部

山下めぐみさん 増田早也香さん

第32回  読 売 書 法 展

❸ 

小
松
崎
彩
乃

❶ 

市
川 

皓
花

❷ 

菊
地 

由
起

❹ 

石
山 

樹

❺ 

河
野 

寛
子

❻ 

高
橋 

美
有

❼ 

林 

久
予
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研
究
所
リ
レ
ー
連
載

言
語
文
化
研
究
所
長第

30
回

所
長
の
伝
言
板

　

言
語
文
化
研
究
所
に
は
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
比
較
言
語
文

化
論
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

日
本
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
・
英

語（
ゲ
ル
マ
ン
語
系
）・
フ
ラ
ン

ス
語（
ロ
マ
ン
ス
語
系
）の
五
言

語
を
そ
れ
ぞ
れ
母
語
と
す
る
本

学
専
任
教
員
お
よ
び
客
員
研
究

者
を
研
究
員
と
し
て
、各
母
語

に
認
め
ら
れ
る
言
語
事
象
を
比

較
考
究
し
、共
通
点
と
特
異
点

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、そ
の

文
化
論
的
意
味
を
解
明
し
よ
う

と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

初
年
度（
二
〇
一
二
年
度
）は

「
親
族
名
詞
と
親
族
呼
称
」、翌

年
度
は「
味
覚
語
彙
と
味
覚
表

現
」、昨
年
度
は「
身
体
名
詞
と

そ
の
比
喩
的
用
法
・
慣
用
表
現
」

を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

　

四
年
目
と
な
る
本
年
度
の
テ
ー

マ
は「
動
物
の
イ
メ
ー
ジ
と
表

現
」。
ペ
ッ
ト
と
し
て
の
動
物
、

家
畜
と
し
て
の
動
物
、野
鳥
・
野

獣
と
し
て
の
動
物
な
ど
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
は
そ
れ
ら
に

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
、ま
た
、ど

ん
な
表
現
を
生
み

出
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

第
一
回
目
の
研

究
会
は
七
月
三
十

日（
木
）に
開
か
れ
、

ピ
ー
タ
ー・
ヴ
ィ
ン

セ
ン
ト
先
生
、
ア

ラ
ン
・
メ
ド
ウ
ズ

先
生
か
ら
英
語
に

お
け
る
動
物
の
イ

メ
ー
ジ
と
表
現
に

つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
研
究

会
は
毎
月
一
回
の

ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

二
〇
一
六
年
二
月

に
は
総
ま
と
め
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

所長
林 史典

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
比
較
言
語
文
化
論
」

今
年
度
の
テ
ー
マ
が
決
定

   ●  ～お礼～ 
　9月27日（日）に開催されました第21回関東大学女子駅伝対校選手権大会
出場にあたり、選手にご声援いただきました関係各位に感謝申し上げます。
　今後も引き続き、さらなる高みを目指して日々、練習に邁進する所存です。
　ご支援、ご協力のほどお願い申し上げます。
　大会結果は陸上競技部ホームページをご覧ください。

http://www4.hp-ez.com/hp/seitokuriku/page6

   ●  ～11月29日（日）第2回日光いろは坂女子駅伝大会～ 
　今年も16大学（18チーム）が一堂に会し、初冬の日光路を彩ります。
　本学の「聖徳なでしこ」も
6区間・総距離23.4 kmの難
コースに挑み、昨年以上の
成果を出すべく、「和」をもっ
て襷を繋ぎ「いろは坂」を駆
け上ります！
　選手たちへのご声援を

お願いします。

　

専
門
学
校
で
は
八
月
三
十
一

日（
月
）よ
り
三
日
間
に
わ
た
り
、

「
危
機
管
理
週
間
」と
し
て
防
災

訓
練
、
防
犯
講
習
会
、
上
級
救

命
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
防
災
訓
練
を
実
施
。

訓
練
を
行
う
こ
と
は
事
前
に
学

生
に
は
知
ら
せ
ず
、
急
に
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
を
想
定
し

た
実
践
的
な
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。
非
常
放
送
や
教
員
か
ら
の

避
難
指
示
を
受
け
て
、
し
っ
か

り
と
訓
練
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
防
災
に
関
す
る
意
識
を
向

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

九
月
一
日（
火
）か
ら
二
日（
水
）

に
か
け
て
は
、防
犯
講
習
会
、上

級
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

防
犯
講
習
会
で
は
、
三
田
警

察
署
よ
り
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
講

習
を
行
い
ま
し
た
。ひ
っ
た
く
り

や
空
き
巣
へ
の
注
意
、
夜
道
の

歩
き
方
な
ど
、女
性
と
し
て
必
ず

気
を
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
だ
け
で
な

く
、女
性
と
し
て
今
後
過
ご
し
て

い
く
な
か
で
必
要
な
防
犯
の
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
日
目
の
九
月
二
日（
水
）に

は
、
上
級
救
命
講
習
も
併
せ
て

行
い
ま
し
た
。
東
京
防
災
救
急

協
会
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
、

合
計
で
八
時
間
と
い
う
長
時
間

に
わ
た
る
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

心
肺
蘇
生
法
、
三
角
巾
を
使
っ

た
止
血
や
骨
折
の
際
の
対
処
法
、

ま
た
、
子
ど
も
に
対
す
る
救
命

措
置
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
訓

練
を
行
い
、
充
実
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。
幼
児
教
育
者
・

保
育
者
に
な
る
た
め
の
学
校
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
防
災
救

急
協
会
よ
り
子
ど
も
の
人
形
を

多
く
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
学

生
た
ち
も
し
っ
か
り
と
訓
練
す

る
こ
と
が
で
き
、
救
命
に
つ
い

て
の
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

専
門
学
校
で
は
、
今
後
も
学

生
の
危
機
管
理
意
識
の
向
上
を

目
指
し
て
、
新
た
な
取
り
組
み

に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

危
機
管
理
週
間

～
危
機
管
理
意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
～

監督の部屋聖徳大学陸上競技部 ⑬
　

例
年
よ
り
少
し
涼
し
い
一
日

と
な
っ
た
八
月
二
十
三
日（
日
）、

聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校

同
窓
会
ひ
じ
り
会
は
、第
三
十 

四
回
リ
ズ
ム
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
習
会
は
聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
保
育
科
・
中
野
真
紀
子
教

授
の
指
導
の
も
と
、聖
徳
大
学

体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、参

加
者
は
思
い
切
り
身
体
を
動
か

し
、現
場
で
す
ぐ
に
役
立
つ
遊

戯
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
す
べ
て
、現
役
の

幼
稚
園
・
保
育
園
の
先
生
た
ち

で
す
。
中
に
は
子
ど
も
に
戻
っ

た
よ
う
に
瞳
を
き
ら
き
ら
さ
せ

な
が
ら
身
体
を
動
か
し
、た
く

さ
ん
の
汗
を
か
い
て
踊
っ
て
い
る

先
生
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

リ
ズ
ム
講
習
会
は
同
窓
生
で

あ
る
か
否
か
に
関
係
な
く
、保

育
を
学
ぶ
学
生
や
一
般
の
方
な

ど
、誰
で
も
自
由
に
受
講
で
き

る
講
習
会
で
す
。
毎
年
一
度
、定

期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
三
十
四
回 

リ
ズ
ム
講
習
会
を
開
催

専
門
学
校
同
窓
会
　

ひ
じ
り
会
　
活
動
報
告

　

聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会
・

香
和
会
共
催
の
九
州
研
修「
和

の
精
神
と
絆
の
旅
」が
、
八
月

十
八
日（
火
）か
ら
二
十
一
日（
金
）

に
か
け
て
行
わ
れ
、
川
並
知
子

名
誉
学
園
長
を
団
長
に
、
ひ
じ

り
会
、
香
和
会
、
聖
和
会
、
聖

知
会
の
総
勢
二
十
三
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会
は
、

学
園
の
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
・

専
門
学
校
・
通
信
課
程
な
ど
、

全
十
三
校
の
同
窓
会
の
連
合
体

で
、
約
十
三
万
人
の
会
員
で
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

大
学
創
立
二
十
五
周
年
、
短
大

創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
、
附

属
女
子
高
等
学
校
・
附
属
取
手

聖
徳
女
子
高
等
学
校
が
三
十
年

間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
る

修
学
旅
行
の
地
で
あ
る
九
州
を

舞
台
に
、「
和
の
精
神
と
絆
を
深

め
る
旅
」と
題
し
て
研
修
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
福
岡
県
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、

熊
本
県
、
大
分
県
と
巡
り

ま
し
た
。
原
爆
投
下
の
地

で
あ
る
長
崎
平
和
記
念
公

園
で
は
戦
後
七
十
年
を
迎

え
る
こ
と
も
あ
り
、
平
和

へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

ま
た
、「
信
徒
発
見
」の
地

と
し
て
知
ら
れ
る
大
浦
天

主
堂
、
か
つ
て
切
支
丹
迫

害
の
地
で
も
あ
っ
た
雲
仙

な
ど
も
訪
問
し
ま
し
た
。

宿
泊
し
た
雲
仙
新
湯
ホ
テ

ル
で
は
、女
将
さ
ん
が「
雲

仙
普
賢
岳
噴
火
の
年
に
も
、

聖
徳
の
皆
さ
ん
は
ホ
テ
ル
を
訪

れ
て
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
」と
涙
し
て
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

三
泊
四
日
に
わ
た
る
研
修
旅

行
は
、
明
る
く
楽
し
い
な
が
ら

も
、「
和
」の
精
神
の
重
み
を
感

じ
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会
・
香
和
会
共
催

「
和
の
精
神
と
絆
の
旅
」

　

五
月
三
十
日（
土
）、聖
徳
大

学
十
号
館（
生
涯
学
習
社
会
貢

献
セ
ン
タ
ー
）に
て
、聖
徳
学

園
菊
水
会
第
十
三
回
評
議
員

会
お
よ
び
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
五
月
三
十
日
は
、

前
理
事
長
・
学
園
長 

川
並
弘
昭

先
生
の
命
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

開
会
前
に
黙
祷
を
捧
げ
て
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、

川
並
知
子
名
誉
会
長

か
ら
、「
こ
の
連
合
会

は
、各
同
窓
会
を
束

ね
た
同
窓
会
で
、ま

と
ま
り
が
た
い
会
で

す
が
、学
園
が
一
つ

に
な
る
い
い
会
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
運
営
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
川
並
弘
純
会
長

は
、「
組
織
に
は
横
の
糸
、縦
の

糸
が
あ
り
、横
の
糸
は
通
し
や

す
い
の
で
す
が
、縦
の
糸
は
通

し
に
く
い
。
同
窓
会
も
こ
う
い

う
機
会
を
大
切
に
し
て
風
通

し
を
良
く
し
て
い
き
、そ
し
て

学
園
全
体
の
力
に
な
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
」と
述
べ
ま

し
た
。会
議
で
は
、

平
成
二
十
六
年

度
収
支
決
算
・
事

業
報
告
、
平
成

二
十
七
年
度
収

支
予
算
・
事
業
計

画
の
協
議
が
行

わ
れ
、本
年
度
の

事
業
計
画
と
し

て
、第
五
回
聖
徳

学
園
菊
水
会
役
員
研
修
会
の

実
施
、周
年
記
念
式
典
へ
の
寄

付
、卒
業（
園
）式
の
記
念
品
贈

呈
、各
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
に
お

け
る
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
配
布

事
業
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、同
窓
生
が
生
き
生

き
と
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ

う
、支
援
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
連
合
会
「
聖
徳
学
園
菊
水
会
」

第13回評議員会（10号館11階会議室にて）

第
十
三
回 

評
議
員
会
開
催

長崎平和記念公園にて



第80号（5） 平成27年10月1日（木）

　

今
回
で
五
年
目
と
な
る
附
属

小
学
校「
わ
く
わ
く
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
」が
、
七
月
十
九
日（
日
）、

八
月
二
十
三
日（
日
）の
二
日
間

行
わ
れ
ま
し
た
。
七
月
は
六
十 

四
組
、
八
月
は
五
十
四
組
、
の

べ
三
百
十
五
名
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

特
に
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、

年
長
園
児
を
対
象
と
し
た「
入

試
問
題
体
験
」で
す
。
七
月
は

「
常
識
・
数
」、
八
月
は「
記
憶
・

図
形
」の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
親
子
一
緒
で
は

あ
り
ま
す
が
、
本
番
さ
な
が
ら

の
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

テ
ス
ト
を
経
て
、
園
児
た
ち
の

本
番
に
向
け
た
緊
張
が
少
し
で

も
和
ら
げ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、

理
科
専
科
教
諭
と
佐
藤
幸
雄
校

長
に
よ
る「
理
科
実
験
」で
し
た
。

七
月
は
酸
・
ア
ル
カ
リ
の
理
解

に
つ
な
が
る「
一
瞬
で
色
が
変

わ
る
不
思
議
な
ぬ
り
絵
」、
八

月
は
葉
脈
を
取
り
出
し
て
し
お

り
を
つ
く
る「
葉
脈
標
本
づ
く

り
」。
難
し
そ
う
な
作
業
に
も
、

一
所
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
園

児
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

聖
徳
学
園
の
特
色
の
一
つ
と

し
て
、
礼
法
体
験「
煎
茶
の
お
も

て
な
し
」も
行
わ
れ
ま
し
た
。お

盆
に
の
せ
た
お
茶
を
、
今
習
っ

た
ば
か
り
の
作
法
で
運
ぶ
姿
に
、

目
を
細
め
る
保
護
者
も
お
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
他
に
も「
運
動
」

「
英
語
」「
和
太
鼓
」「
パ
フ
ェ
づ
く

り
」な
ど
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
食
堂
で

は
、
厨
房
の
斎
藤
店
長
自
慢
の

デ
ザ
ー
ト
も
振
る
舞
わ
れ
、
大

好
評
で
し
た
。

　

七
月
に
参
加
し
た
あ
る
園
児

は
、
相
当
楽
し
か
っ
た
の
か
、

「
八
月
も
ぜ
ひ
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
声
を
か
け
る
と
、「
次
ま
で
待

て
な
い
！
」と
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

七
月
十
九
日（
日
）、
二
十
日

（
月
・
祝
）に
滋
賀
県
大
津
市
に

あ
る
近
江
神
宮
・
近
江
勧
学
館

に
て
、
第
三
十
七
回
全
国
高
等

学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選

手
権
が
行
わ
れ
、本
校
か
る
た
部

か
ら
十
一
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

選
手
生
徒
は
毎
年
、
こ
の
大

会
予
選
を
突
破
し
、「
茨
城
県

代
表
の
取
手
聖
徳
」と
し
て
近

江
神
宮
を
訪
れ
る
こ
と
を
大
き

な
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
卒
業

生
の
思
い
を
受
け
継
ぐ
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
も
練
習

に
励
み
、
念
願
の
三
度
目
の
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
各
都
道
府
県
の
強
豪

チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
が
行
わ
れ
る
た
め
、
第
一
試

合
か
ら
気
を
抜
け
ま
せ
ん
。
団

体
戦
で
は
最
初
に
埼
玉
県
の
高

校
と
対
戦
。
粘
り
強
さ
が
功
を

奏
し
、
三
対
二
で
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
の
千
葉
県
の

高
校
と
の
二
回
戦
は
二
対
三
、

札
数
枚
の
僅
差
で
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
出
場
で
き
た
だ

け
で
満
足
だ
っ
た
こ
れ
ま
で
か

ら
一
歩
前
進
し
、
試
合
で
コ
マ

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 　

個
人
戦
で
は
、
Ｃ
級
の
部
で

高
校
一
年
の
白
水
凜
乃
さ
ん
が

優
勝
、
高
校
二
年
の
澤
部
美
咲

さ
ん
が
第
三
位
と
い
う
好
成
績

を
お
さ
め
、
と
も
に
Ｂ
級（
二

段
）へ
の
昇
級
が
決
定
し
ま
し

た
。
今
回
の
大
会
で
得
た
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
課
題
を
も
と
に
、

秋
以
降
の
大
会
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権

Ｃ
級
の
部 

個
人
戦
で
優
勝
・

 

第
三
位
を
獲
得

理科実験「葉脈標本づくり」

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

　

夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
三
田
幼
稚
園
で
は
、

夏
休
み
の
間
に
体
験
し
た
こ
と

を
作
品
と
し
て
仕
上
げ
、
親
子

で
協
力
し
て
作
り
上
げ
た
も
の
、

子
ど
も
だ
け
で
最
後
ま
で
仕
上

げ
た
も
の
な
ど
を
幼
稚
園
に
持

ち
寄
り
、
夏
休
み
の
思
い
出
を

み
ん
な
で
振
り
返
る「
夏
休
み

作
品
展
」を
、
毎
年
二
学
期
が

始
ま
っ
て
す
ぐ
に
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
九
月
五
日（
土
）に

行
い
ま
し
た
。

　

作
品
を
作
る
に
あ
た
り
、
入

園
間
も
な
い
三
歳
児
は
、
で
き

る
こ
と
が
ま
だ
少
な
い
た
め
、

保
護
者
が
中
心
に
な
っ
て
折
り

紙
を
折
っ
た
り
、
牛
乳
パ
ッ
ク

を
使
っ
た
車
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
四
歳
児
に
な
る
と
、

夏
休
み
の
家
族
旅
行
の
思
い
出

を
作
品
に
し
た
も
の
や
、
三
歳

児
よ
り
細
か
く
作
り
上
げ
た

作
品
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

五
歳
児
に
な
る
と
、
子
ど
も
た

ち
の
中
に
も
「
こ
ん
な
も
の
を

作
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い

が
強
く
な
る
た
め
か
、
親
子
で

相
談
を
し
な
が
ら
乗
り
物
や
遊

べ
る
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
作
り
ま

す
。
紙
一
杯
に
書
き
上
げ
た
習

字
な
ど
の
作
品
も
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
話
か
ら
苦
労
や
工
夫

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

展
示
さ
れ
た
各
学
年
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
夏
休
み
の

思
い
出
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

長
い
休
み
の
中
で
多
く
の
経
験

を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し

て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
作
品
展

それぞれの自信作を前に

「
次
ま
で
待
て
な
い
！
」

わ
く
わ
く
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

毎
年
希
望
者
を
募
っ
て
イ
ギ

リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で

英
語
の
授
業
を
受
け
る「
イ
ギ

リ
ス
語
学
研
修
」。
今
年
は
本

校
生
徒
十
三
人
が
、
取
手
聖
徳

女
子
中
高
の
生
徒
た
ち
と
と
も

に
、
二
週
間
余
り
に
わ
た
る
こ

の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

期
末
考
査
が
終
わ
っ
た
ば
か

り
の
七
月
七
日（
火
）、
羽
田
空

港
を
発
っ
て
一
路
、イ
ギ
リ
ス

へ
。
他
国
の
学
生
と
共
に
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
近
郊
の
ブ
ル
ッ

ク
ス
大
学
の
寮
に
入
寮
し
、ク

ラ
ス
分
け
テ
ス
ト
を
経
た
後
、

英
語
の
学
習
に
入
り
ま
し
た
。

　

現
地
の
先
生
が
行
っ
て
く
れ

た
授
業
は
、
毎
日
午
前
中
の
四

コ
マ
で
、
若
者
が
興
味
関
心
の

あ
る
単
語
を
手
掛
か
り
に
連
想

　

取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校
で

は
、
八
月
十
七
日（
月
）か
ら
二

泊
三
日
の
日
程
で
、
つ
く
ば
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
実
力
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
勉
強
合
宿
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

高
校
一
、二
年
生
の
特
進
ク

ラ
ス
生
の
ほ
か
、
進
学
コ
ー
ス

お
よ
び
音
楽
科
か
ら
の
参
加
希

望
者
を
加
え
た
七
十
名
以
上
の

生
徒
た
ち
が
参
加
し
、
活
気
に

満
ち
た
合
宿
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
、
音
楽
科

の
生
徒
が
こ
の
勉
強
合

宿
に
参
加
す
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
で
、
こ
の

こ
と
か
ら
も
取
手
聖
徳

の
生
徒
た
ち
の
勉
強
に

対
す
る
気
持
ち
が
上
が

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

附
属
女
子
中
学
校
二
年
生
で

は
、
進
路
学
習
指
導
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
夏
季
休
暇
中
に
職

場
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
病
院
・
銀
行
・
ホ
テ

ル
な
ど
幅
広
い
業
種
九
社
の
ご

協
力
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
自

分
の
将
来
の
希
望
や
興
味
に
合

わ
せ
て
、一
人
一
社
以
上
の
体
験

し
た
事
項
な
ど
を
英
語
で
説
明

す
る
実
践
的
な
授
業
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
日
本
人
は

非
常
に
真
面
目
に
授
業
を
受
け

て
熱
心
で
す
。
午
後
は
他
国
の

生
徒
を
交
え
て
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
、オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の

市
街
に
出
て
の
見
学
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
で
、
習
い
覚
え
た

ば
か
り
の
英
語
を
使
っ
て
頑
張

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

と
呼
ば
れ
る
小
旅
行
で
は
、
北

部
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ

ン
バ
ラ
へ
二
泊
三
日
で
行
く
の

を
は
じ
め
、シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

の
生
地
ス
ト
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
・

ア
ポ
ン
・
エ
イ
ボ
ン
や
チ
ャ
ー

チ
ル
の
生
家
ブ
レ
ナ
ム
パ
レ
ス

の
見
学
、ロ
ン
ド
ン
観
光
、
大
英

博
物
館
見
学
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
で
楽
し
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
宿
も
例
年
と
同
様

に
受
験
基
礎
力
の
ア
ッ
プ
を
目

標
と
し
、
国
語
、
数
学
、
英
語
の

三
教
科
に
特
化
し
て
、
既
習
事

項
の
確
認
か
ら
受
験
問
題
の
演

習
ま
で
幅
広
く
学
習
を
進
め
ま

し
た
。講
義
は
九
時
か
ら
二
十
二

時
ま
で
行
い
、
以
降
二
十
三
時

ま
で
は
自
学
自
習
と
し
ま
し
た
。

期
間
中
、
生
徒
た
ち
は
集
中
力

を
維
持
し
て
真
剣
に
受
講
、
さ

ら
に
自
学
自
習

の
時
間
に
は
、

規
定
の
時
間
を

大
き
く
超
え
て

取
り
組
む
姿
が

多
く
見
ら
れ
る

な
ど
、
皆
が
心

血
を
注
い
で
学

習
を
し
て
い
ま

し
た
。

先
を
選
択
し
、
事

前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
業
種
を
調
べ

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
三
日

（
木
）、
海
浜
幕
張

に
あ
る
株
式
会
社

ベ
イ
エ
フ
エ
ム
を
生
徒
七
名
が

訪
問
し
ま
し
た
。
同
社
は
千
葉

県
を
拠
点
と
し
て
東
京
ベ
イ
エ

リ
ア
約
三
千
万
人
に
向
け
て
音

楽
・
情
報
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
を
発
信
す
る
、エ
リ
ア
内

シ
ェ
ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
誇
る

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
で
す
。

　

初
め
に
、ラ
ジ
オ
局
に
は
ど

の
よ
う
な
仕
事
が
あ
る
か
な
ど

の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
普
段

聞
い
て
い
る
ラ
ジ
オ
が
ど
の
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知

り
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
た
く

さ
ん
の
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、ラ
ジ
オ
の
生
放

送
を
見
学
し
ま
し
た
。
番
組

Ｄ
Ｊ
の
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
さ
ん
は

本
校
の
卒
業
生
で
、
在
校
中

か
ら
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
に
な
る

と
い
う
夢
を
か
な
え
る
た
め

に
、
放
課
後
に
ス
ク
ー
ル
に

通
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
練

習
と
努
力
を
し
て
き
た
と

い
う
お
話
を
、
生
徒
た
ち
は
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
熱
心
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
目
標
を
持
っ
て
、

そ
の
た
め
の
努
力
を
継
続
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
夢
を
実
現
さ
せ
た
先
輩

を
目
の
前
に
し
て
、
大
変
大
き

な
刺
激
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

　

十
一
月
に
は
、
各
企
業
で
の

体
験
談
を
一
年
生
に
向
け
て
発

表
し
ま
す
。「
働
く
」と
い
う
こ

と
を
具
体
的
に
考
え
、
自
分
た

ち
の
や
り
た
い
こ
と
を
少
し
ず

つ
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
で
、

今
後
の
進
路
選
択
へ
と
役
立
て

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

勉
強
合
宿
を
実
施
し
ま
し
た

イ
ギ
リ
ス
語
学
研
修
を
終
え
て

ラ
ジ
オ
局
で
職
場
体
験
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聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
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園

　

八
王
子
中
央
幼
稚
園
で
は
七

月
、「
敬
老
の
日
の
集
い
」を
行

い
ま
し
た
。

　

お
じ
い
様
、
お
ば
あ
様
を
幼

稚
園
に
お
招
き
し
、
う
た
や
サ

カ
ホ
ー
ン
と
合
奏
、
遊
戯
を
見

て
い
た
だ
い
た
り
、
一
緒
に
リ

ズ
ム
遊
び
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
遠
く
か
ら

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
来
て
く
れ
る
ん
だ
よ
」と

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
年
長
児
が
玄
関
で
挨
拶

係
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
渡
し
係
を
行

い
、
年
中
児
も
一
緒
に
案
内
係

を
務
め
、
元
気
よ
く
声
を
掛
け

る
な
ど
、
自
分
の
係
の
仕
事
を

一
所
懸
命
行
い
な
が
ら
迎
え
入

れ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
摩
中
央
幼
稚
園
で
は
、
年

少
・
年
中
組
の
秋
の
遠
足
は「
こ

ど
も
の
国
」へ
行
き
ま
す
。
十

月
六
日（
火
）の
遠
足
を
、
園
児

た
ち
は
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
国
に
は
広
い
原
っ

ぱ
が
あ
り
、
そ
こ
で
体
を
い
っ

ぱ
い
に
動
か
し
て
リ
ズ
ム
遊
び

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
年
少

組
の
桜
組
は
、
広
場
に
残
っ
て

鬼
ご
っ
こ
や
か
け
っ
こ
を
し
て

思
い
っ
き
り
走
っ
て
遊
び
、
年

中
組
は
散
策
に
出
か
け
ま
す
。

幼
稚
園
に
は
な
い
秋
の
い
ろ
い

ろ
な
植
物
に
触
れ
、
初
め
て
見

る
植
物
に「
き
れ
い
な
花
だ

ね
！
」「
た
く
さ
ん
実
が
つ
い
て

い
る
ね
！
」と
興
味
を
持
つ
園

　

会
が
始
ま
る
と
、
お
じ
い
様
、

お
ば
あ
様
は
優
し
い
表
情
で
、

温
か
く
子
ど
も
た
ち
の
出
し
物

を
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
嬉
し
そ
う
に
自

信
を
持
っ
て
発
表
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、一
緒
に

手
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
、カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、「
肩
た
た

き
の
う
た
」を
歌
い
な
が
ら
肩

た
た
き
を
す
る
な
ど
、
会
場
内

は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、と

て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
一
緒

に
遊
ん
で
い
た
だ
い
て
大
満
足

な
様
子
で
、
表
情
や
活
動
に
祖

父
母
の
方
を
い
た
わ
る
気
持
ち

が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
敬
老
の
日
の
集
い
」は
、
お

じ
い
様
、
お
ば
あ
様
と
過
ご
せ

る
一
年
に
一
度
の
行
事
で
あ
り
、

お
じ
い
様
、
お
ば
あ
様
に
幼
稚

園
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

見
て
い
た
だ
け
る
、
大
切
な
行

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

児
た
ち
が
多
く
い
ま
す
。

　

池
の
橋
を
渡
り
少
し
歩
く
と
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
滑
り
台
や
珍
し
い
遊
具

が
あ
り
、「
見
て
見
て
！
こ
ん
な

に
高
く
登
っ
た
よ
！
」と
声
を

出
す
園
児
も
い
れ
ば
、「
こ
れ
は

ど
う
や
っ
て
遊
ぶ
の
か
な
？
」

と
友
達
同
士
考
え
な
が
ら
遊
ぶ

場
面
も
あ
り
ま
す
。

　

園
児
た
ち
が
一
番
楽
し
み
に

し
て
い
る
お
弁
当
の
時
間
に
な

る
と
、
普
段
の
給
食
で
は
食
べ

る
の
が
遅
い
子
も
、
保
護
者
の

方
が
作
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
と

な
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
平
ら

げ
て
し
ま
い
ま
す
。
遠
足
は
、

幼
稚
園
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
泊
ま
れ
た
よ
！

「
敬
老
の
日
の
集
い
」

を
行
な
っ
て

秋
の
遠
足

「
こ
ど
も
の
国
」へ

「肩たたきのうた」を歌いながら

　

浦
安
幼
稚
園
で
行
わ
れ
て
い

る「
な
つ
の
よ
う
ち
え
ん
」は
、

夏
な
ら
で
は
の
行
事
を
保
育
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
年
長
五

才
児
は
八
月
三
日（
月
）、
四
日

（
火
）の
一
泊
二
日
で
宿
泊
保
育

を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
が
一
番
楽
し
み
に

し
て
い
る
の
が
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ア
で
す
。「
な
つ
の
よ
う
ち
え

ん
」が
始
ま
っ
て
す
ぐ
、「
太
陽

に
と
ぶ
矢
」の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
で
、
園
児
達
は
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
を
行
う
と
き
に
一
番

必
要
な「
仲
良
し
の
火
」の
こ
と

を
知
り
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
さ
ん

に
お
手
紙
を
書
い
た
の
で
届
け

て
く
だ
さ
い
」と
園
長
先
生
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
夕
食
の「
聖
徳
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
」を
み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て

食
べ
て
い
る
と「
今
、イ
ン
デ
ィ

ア
ン
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
、

『
仲
良
し
の
火
』を
持
っ
て
飛
行

機
で
浦
安
幼
稚
園
に
向
か
っ
て

い
る
そ
う
で
す
」と
放
送
が
流

れ
、
園
児
た
ち
は「
や
っ
た
！
」

「
楽
し
み
だ
ね
！
」と
大
興
奮
。

夕
食
を
終
え
て
園
庭
に
出
て
空

を
見
上
げ
、「
あ
の
飛
行
機
か

な
」と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
来
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
園
児

た
ち
。
司
会
の
先
生
か
ら「
火
」

の
由
来
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い

て
い
る
と
、
突
然
太
鼓
の
音
と

雄
叫
び
が
聞
こ
え
、メ
ラ
メ
ラ
と

燃
え
る
松
明
と
共
に
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
が
走
っ
て
園
庭
に
入
っ
て

き
ま
し
た
。
何
が
起
こ
っ
た
の

か
分
か
ら
ず
体
が
固
ま
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
怖
く
て
友
達
と
寄

り
添
う
園
児
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
先
生
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て「
松
組
の

お
友
達
か
ら
手
紙
が
届
い
た
の

で
ア
メ
リ
カ
か
ら『
仲
良
し
の

火
』を
持
っ
て
や
っ
て
き
た
」と

通
訳
す
る
と
、
園
児
た
ち
は
大

喜
び
。イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
薪
に

火
を
つ
け
、
太
鼓
の
音
と
共
に

ま
た
ア
メ
リ
カ
へ
帰
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
「
仲
良
し
の
火
」が
皆
の
心
の

中
に
灯
り
続
け
る
よ
う
、「
遠
き

山
に
日
は
落
ち
て
」を
ハ
ミ
ン

グ
し
な
が
ら
静
か
に
火
が
消
え

て
い
く
の
を
見
つ
め
つ
つ
、
幼

稚
園
の
思
い
出
が
い
つ
ま
で
も

園
児
た
ち
の
心
の
中
に
灯
り
続

く
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

園庭に登場したインディアン

「
仲
良
し
の
火
が

届
い
た
よ
！
」

年
長
児
松
組
宿
泊
保
育

楽
し
く
踊
っ
た

盆
踊
り
会
♪

　

夏
期
保
育
最
終
日
の
八
月
六

日（
木
）に
、
成
田
幼
稚
園
で
は

「
盆
踊
り
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
普
段
と
は
違
う
夕

方
か
ら
の
幼
稚
園
に
ド
キ
ド
キ

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
浴
衣
や

甚
兵
衛
を
着
て
親
子
揃
っ
て
登

園
し
て
き
ま
し
た
。
先
生
方
に

「
か
わ
い
い
ね
」「
か
っ
こ
い
い

ね
」「
マ
マ
に
着
せ
て
も
ら
っ
た

の
？
」と
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、

少
し
照
れ
な
が
ら
嬉
し
そ
う
な

表
情
を
浮
か
べ
ま
し
た
。
浴
衣

を
着
た
お
母
様
方
も
多
く
、
や

ぐ
ら
に
和
太
鼓
、
提
灯
と
日
本

な
ら
で
は
の
盆
踊
り
の
雰
囲
気

を
感
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

や
ぐ
ら
の
周
り
に
親
子
で
輪

に
な
り
、
ま
ず
始
め
に
聖
徳
幼

稚
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
聖
徳
音

頭
」を
踊
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

松
組
園
児
の「
は
じ
め
の
言
葉
」

で
盆
踊
り
会
の
幕
開
け
で
す
。

聖
徳
音
頭
に
続
い
て
ア
ン
パ
ン

マ
ン
音
頭
、パ
ク
パ
ク
音
頭
、ド

ラ
え
も
ん
音
頭
、
う
な
り
く
ん

音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

成
田
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
う

な
り
く
ん
の「
う
な
り
く
ん
音

頭
」は
園
児
た
ち
に
人
気
が
あ

り
、「
う
な
！
」と
か
け
声
を
か

け
な
が
ら
、
楽
し
く
歌
っ
て
踊

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
父
母
の
会
の
方
々
が
、

光
る
グ
ッ
ズ
・
飲
み
物
の
販
売

や
ヨ
ー
ヨ
ー・ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
の
コ
ー
ナ
ー
を
運
営
し

て
く
だ
さ
り
、
日
が
落
ち
薄
暗

い
中
、
提
灯
や
キ
ラ
キ
ラ
輝
く

剣
や
う
ち
わ
が
更
に
盆
踊
り
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
休
憩
時

間
も
親
子
で
楽
し
く
過
ご
す
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

楽
し
か
っ
た
盆
踊
り
会
も
、

松
組
の「
お
わ
り
の
言
葉
」で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

方
々
は
、今
日
の
盆
踊
り
で「
日

本
の
夏
」を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
日
本
古
来
か
ら
の
行
事
を

大
切
に
保
育
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「日本の夏」を感じながら…

聖
徳
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属
成
田
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附
属
第
二
幼
稚
園
で
は
、
保

育
時
間
外
に
園
児
を
お
預
か
り

す
る「
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
」と
い

う
制
度
を
設
け
、
日
曜
祭
日
以

外
、
ほ
ぼ
毎
日
七
時
か
ら
十
九

時
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

日
は
も
ち
ろ
ん
、
夏
休
み
も
多

く
の
方
々
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、

特
に
今
年
は
、
夏
休
み
中
す
べ

て
の
日
に
予
約
が
埋
ま
り
ま
し

た
。
仕
事
を
持
つ
母
親
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
や
、
家
庭
で

過
ご
す
夏
休
み
か
ら
、
幼
稚
園

で
先
生
や
友
達
と
過
ご
す
夏
休

み
を
希
望
す
る
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
が
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る

表
れ
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

園
で
は
、
水
遊
び
を
し
た
り
、

絵
の
具
を
使
っ
た
遊
び
を
し
た

り
、
夏
な
ら
で
は
の
活
動
を
多

く
取
り
入
れ
、
幼
児
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
満
三
歳
児

ク
ラ
ス
か
ら
五
歳
児
ク
ラ
ス
ま

で
全
学
年
が
一
緒
に
活
動
を
楽

し
む
た
め
、
年
齢
の
高
い
幼
児

が
低
い
幼
児
に「
や
っ
て
あ
げ

よ
う
か
」と
優
し
く
話
し
か
け

る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
異
年
齢

の
関
わ
り
を
通
し
、
思
い
や
る

気
持
ち
や
憧
れ
の
気
持
ち
、
感

謝
の
気
持
ち
が
膨
ら
み
、
責
任

感
が
高
ま
っ
た
り
、
協
調
性
が

育
つ
な
ど
、
家
庭
で
は
味
わ
え

な
い
経
験
を
通
し
大
き
な
成
長

も
期
待
で
き
ま
す
。

　

幼
稚
園
は
長
時
間
幼
児
を
安

全
に
過
ご
せ
る
環
境
が
整
っ
て

お
り
、
家
庭
で
は
味
わ
え
な
い

教
育
を
受
け
ら
れ
る
場
で
す
。

こ
の
こ
と
を
、
広
く
多
く
の
人

に
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
充
実
し
た
保
育
と
預
か

り
保
育「
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
」を

展
開
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

夏
の
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ

（
預
か
り
保
育
）

絵の具を使った遊び

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

　

八
月
四
日（
火
）か
ら
五
日

（
水
）に
か
け
て
、
五
歳
児
年
長

組
が
毎
年
恒
例
の
お
泊
ま
り
保

育
を
行
い
ま
し
た
。
い
つ
も
と

は
異
な
る
夕
方
か
ら
の
幼
稚
園
。

玄
関
で
は「
行
っ
て
き
ま
す
！
」

と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
張

り
切
っ
て
い
る
園
児
、
不
安
顔

で
保
護
者
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

園
児
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
ク
ラ
ス
の
友
達
と
先

生
に
挨
拶
を
交
わ
し
て
、
同
敷

地
内
に
あ
る
大
学
構
内
を
散
歩
。

普
段
歩
か
な
い
夕
方
の
大
学
は
、

園
児
た
ち
に
と
っ
て
新
鮮
に

映
っ
た
よ
う
で
す
。
待
望
の
夕

食
は
美
味
し
い
カ
レ
ー
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
何
だ
か
園
児
た

ち
は
ソ
ワ
ソ
ワ
。話
題
は
こ
の
後

の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
の
こ
と

で
持
ち
き
り
で
す
。イ
ン
デ
ィ

ア
ン
に「
仲
良
し
の
火
」を
点
火

し
て
も
ら
い
、
花
火
大
会
に
も

参
加
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

夜
の
幼
稚
園
は
ド
キ
ド
キ
わ

く
わ
く
、パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え

て
み
ん
な
揃
っ
て
ホ
ー
ル
で
就

寝
で
す
。
少
し
寂
し
そ
う
な
園

児
も
い
ま
し
た
が
、
先
生
に
優

し
く
さ
す
っ
て
も
ら
う
と
次
第

に
夢
の
中
へ
…
気
持
ち
良
く
眠

る
園
児
た
ち
の
顔
は
と
て
も
愛

お
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
朝
六
時
、セ
ミ
の
鳴
き
声

を
目
覚
ま
し
に「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」と
起
床
で
す
。
み

ん
な
で
協
力
を
し
て
布
団
を
畳

み
、
運
ん
で
片
づ
け
ま
し
た
。

　

た
っ
た
一
日
親
元
を
離
れ
て

の
お
泊
り
保
育
で
し
た
が
、
園

児
た
ち
の
表
情
は
自
信
に
満
ち

溢
れ
、キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い

ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
園
児
た

ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
、
自
信

へ
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
い
つ
ま
で
も
幼
稚
園
の
こ

と
を
忘
れ
ず
、
に
こ
に
こ
笑
顔

と
素
直
な
心
を
持
ち
続
け
て
欲

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

みんなでお布団運び

池の橋を渡って （昨年度の様子）
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（
注
）	公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

よ
り
お
振
込
み
さ
れ
た
方
は
、
匿
名
の
取
り
扱
い

に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
芳
名
の
掲
載

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
創
立
八
十

周
年
記
念
事
業
募
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

の
ご
寄
付
分
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

■ご寄付のお申し込みについて　お電話またはメールで、ご住所とお名前をお知らせください。募金係より募金趣意書、
	 払込用紙をお送りいたします。

■お問い合わせ先　東京聖徳学園創立80周年記念事業募金係　　TEL． 047-365-1111（代）
  メールアドレス　bokin@seitoku. ac. jp

●
取
引
業
者
関
係

四
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
創
美
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

　

代
表
取
締
役			

山
形　

晴
樹　

様

 
（
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園

　

代
表　

花
木　

常
明　

様

	

（
二
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

　

代
表
取
締
役　

髙
橋　

栄
二　

様

 

（
一
一
五
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

星
野　

伸
之	

様

	
	

（
一
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

小
野　

安
史	

様

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

荷
口　

優	

様（
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

佐
々
木　

仁	

様（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

原
田　

正
夫	

様（
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

柴
田　

キ
ヨ
子	

様（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

中
里　

明
美	

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

須
佐　

強	

様	

髙
橋　

俊
行	

様

　

髙
橋　

麗
子	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

菱
沼　

美
幸	

様	

和
泉
田　

広
己	

様

五
、〇
〇
〇
円

　

大
山　

勝	

様

　

藤
原　

和
浩	

様（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
香
和
会
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

岡
林　

雅
代	

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

鈴
木　

初
枝	

様（
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

中
川　

庸
子	

様（
八
五
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

池
田　

多
惠
子	

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

 
寄
付
者
芳
名
一
覧  

平
成
二
十
七
年
七
月
〜
八
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

募
金
だ
よ
り

　

学
園
創
立
八
十
周
年
を
記
念

し
て
開
始
い
た
し
ま
し
た「
東

京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記

念
事
業
募
金
」は
、
平
成
二
十 

七
年
八
月
末
現
在
ま
で
に
二
千 

九
十
八
件
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
在
校（
園
）生
保
護

者
、
卒
業
生
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
学
園
関
係
者
の
皆
様
か

ら
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
回
は
、
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
募
金
に
関

す
る
お
問
合
せ
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

聖
徳
学
園
全
体
で
取
組
ん
で

い
る
募
金
で
す
。「
本
物
教
育
」

が
実
践
で
き
る
環
境
と
制
度
を

整
え
る
た
め
、
①
施
設
設
備
の

充
実　

②
環
境
事
業
の
推
進　

③
奨
学
基
金
の
設
置　

の
三
つ

を
柱
と
し
て
募
金
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

身
近
に
は
教
室
の
机
や
イ
ス

の
入
替
え
、
室
内
の
温
度
管
理

を
適
正
に
保
つ
た
め
に
カ
ー
テ
ン

の
機
能
性
ア
ッ
プ
や
オ
ー
ニ
ン

グ
を
設
置
し
、
学
習
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
規
模
の

大
き
い
も
の
に
は
、
特
別
教
室

の
整
備（
空
調
整
備
、
礼
法
室

畳
替
え
、
備
品
の
更
新
）や
校

内
の
ト
イ
レ
改
修
、
学
内
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
構
築
、
非
常
放

送
設
備
の
刷
新
、
地
下
水
給
水

施
設
の
工
事
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
奨
学
金
の
設
立
に
向
け

て
現
在
、
基
金
の
積
み
立
て
を

し
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
募

金
に
よ
っ
て
実
施
が
完
了
し
た

事
業
に
つ
い
て
は
、
本
誌「
募

金
だ
よ
り
」に
て
ご
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。

（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
学
園
ホ
ー
ム

 

ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

本
募
金
は
任
意
で
す
。
な
お
、

お
手
元
に
お
届
け
す
る
趣
意
書

や
振
込
用
紙
に
は
、
募
金
い
た

だ
く
方
の
お
手
間
を
省
く
た
め
、

住
所
や
氏
名
を
あ
ら
か
じ
め
印

字
し
て
お
り
ま
す
。
募
金
の
趣

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
ま
す
方

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

五
年
計
画
に
て
実
施
し
て
い

る
本
募
金
は
、
今
年
で
三
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
幼
稚
園
か
ら

大
学
院
ま
で
の
各
教
育
機
関
に

お
い
て
、
皆
様
か
ら
の
募
金
を

活
用
し
実
施
し
た
事
業
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
継
続
中
の
事

業
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
ぞ
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
重
ね
て

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業

募
金
っ
て
な
に
？

募
金
し
た
お
金
は
、
具
体
的
に

ど
ん
な
こ
と
に
使
用
さ
れ
て
い

る
の
？

趣
意
書（
振
込
用
紙
）が
届
き
ま

し
た
。
募
金
は
強
制
で
す
か
？ 

　

今
福　

智
恵	

様	

川
上　

由
香
里	

様

　

後
藤　

秋
子	

様	

細
井　

き
よ
子	

様

五
、〇
〇
〇
円

　

福
島　

弘
美	

様

●
ひ
じ
り
会
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
上　

智
枝
子	

様

●
聖
和
会
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

中
山　

哲
哉	

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

青
野　

美
代
子	

様	

後
藤　

秋
子	

様

三
、〇
〇
〇
円

　

菅
又　

さ
ゆ
き	

様（
五
、〇
〇
〇
円
）

●
通
信
教
育
部
関
係

一
一
、〇
〇
〇
円

　

中
島　

好
恵	
様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

萩
原　

睦
子	
様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
Ｓ
Ｏ
Ａ
会
員
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

佐
藤　

登	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

三
三
五
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

弘
純	

様（
七
三
五
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

桂　

き
み
よ	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

川
並　

孝
純	

様（
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

川
並　

珠
緒	

様（
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

川
並　

弓
恵	

様

　

川
並　

芳
純	

様（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

小
林　

敬
治	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

古
川　

寿
子	

様（
二
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

手
呂
内　

利
之	

様（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

佐
々
木　

弘
子	

様（
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

神
野　

茂
樹	

様

　

塚
本　

美
知
子	

様（
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

藤
原　

し
の
ぶ	

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

岡
林　

雅
代	

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

浅
岡　

凜	

様

　

岡
田　

耕
一	

様（
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

竝
木　

崇
康	

様

　

宮
本　

茂
樹	

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

大
倉　

正
臣	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

末
永　

清	

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

田
邉　

光
子	

様（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

豊
田　

宗
裕	

様（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

中
鶴　

賢
吾	

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

野
中　

博
史	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　

土
平　

泰
子	

様

九
、五
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　
　

教
職
員
一
同	

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

九
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

　
　

教
職
員
一
同	

様（
三
九
、五
〇
〇
円
）

六
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

　
　

教
職
員
一
同	

様（
二
一
、〇
〇
〇
円
）

（
九
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

	

匿
名
希
望
者
合
計

※（　

）内
は
累
計
額

　

合
計　

一
六
一
件

三
、二
一
八
、五
〇
〇
円

　

累
計　

二
、〇
九
八
件

五
二
一
、八
一
一
、八
四
一
円

平成27年度 大学・短期大学部／後援会支部総会・保護者会 開催日程 聖徳大学創立25周年・聖徳大学短期大学部創立50周年記念

大学後援会より保護者の皆様へ
　日頃は後援会活動に対してご協力を頂きありがとうございます。
　さて、平成27年度の後援会支部総会・保護者会が下記の日程で開催されます。支部総会では、会員
相互の親和と協調をはかり、大学・短期大学部の充実と発展を支援するために活発に活動しております。
また、保護者会では大学より多くの先生方が出席し、保護者の皆様と個別面談を予定しております。
　当日は、面談を待つ間、学園関係者・後援会役員等を含め懇談の場を設けます。保護者としての悩み、
学校への要望等についてお話しください。また、ご息女の就職について、不安をお持ちの方も多いと存じます。
就職担当者が各支部に出向きご相談に乗ります。この機会を逸することなく、是非とも万障お繰り合わせ
出席されますようお願いいたします。

・ 10月11日（日） 10：30 甲信地区支部総会・保護者会 甲府・ホテル談露館

・ 10月18日（日） 10：30 東北（北）支部総会・保護者会 盛岡・ホテルニューカリーナ

・ 10月25日（日） 10：30 九州・沖縄地区支部総会・保護者会 那覇・ホテル日航那覇グランドキャッスル

・ 11月1日（日） 10：30 新潟地区支部総会・保護者会 長岡・ニューオータニ長岡

・ 11月15日（日） 10：30 北関 東 支 部 総 会・保護者会 さいたま・大宮JA共済埼玉ビル

・ 11月22日（日） 10：30 東京地区・茨城県支部総会・保護者会（合同） 聖徳大学松戸キャンパス

・ 12月6日（日） 10：30 千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学松戸キャンパス

 月日 時間 行事 会場

聖徳大学通信教育部　入学説明会のご案内
　

聖
徳
大
学
通
信
教
育
部
で
は

十
一
月
七
日（
土
）・
八
日（
日
）、

聖
徳
祭
に
て
入
学
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

　

通
信
教
育
部
で
免
許
・
資
格

の
取
得
や
大
学
院
進
学
を
目
指

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
＊
幼
保
特
例
制
度
学
習
」 も

開
講
し
て
お
り
ま
す
。

＊
幼
稚
園
教
諭
免
許
か
保
育
士

資
格
の
い
ず
れ
か
を
お
持

ち
で
、実
務
経
験
が
三
年
以

上
あ
る
方
は
、お
持
ち
で
な

い
方
の
免
許
・
資
格
が
八
単

位
分（
七
八
、〇
〇
〇
円
）の

学
習
で
取
得
で
き
る
制
度

で
す
。

聖
徳
祭
に
て

通
信
教
育
部 

入
学
相
談
実
施！

取得できる免許・資格
幼稚園／小学校／中学校（英・国・社）／高校

（英・国・地歴・公民・書道・福祉）／養護教諭／
保育士／社会福祉士（受験資格）／精神保健福
祉士（受験資格）／認定心理士／心理相談員（基
礎資格）／図書館司書／学芸員／社会福祉主事

【場所】 1505（自習）室　 【時間】 10：00 -15：00

お問い合わせ TEL . 047-365-1200聖徳大学通信教育部
（
直
通
）

実施日 場所 会　場 時間 区分

10月3日 (土) 大宮 大宮ソニックシティ　7階707室
（JR大宮駅西口から徒歩3分）

12 : 30

～

16 : 00

個
別
相
談
会

10月3日 (土) 新潟

朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター
3階303室

（JR新潟駅から路線バス15分・
佐渡汽船行朱鷺メッセバス停下車）

11 : 30

～

14 : 00

10月4日 (日) 東京
東京国際フォーラム

ガラス棟4階G407室
（JR有楽町駅から徒歩1分）

12 : 30

～

16 : 00

10月4日 (日) 千葉
バーディーホテル千葉　2階会議室

（JR千葉駅西口 ロータリーから
徒歩1分）

11 : 30

～

14 : 00

聖徳大学 新収蔵品展  「 利 根 山 光 人  リトグラフ」 

　昨年、利根山光人先生（1921-1994）のご遺族より、油彩画、水彩画、版画等、多岐に
わたる利根山作品約130点の寄贈を受けました。今回はその中から、すべて未公開
のリトグラフ作品（石版画）を紹介します。
　感動を全身で表現し、あふれる情熱で作品に魂をふきこむ太陽の画家、利根山
光人先生の作品を心ゆくまでご鑑賞ください。

『炎』 H60.0×W108.0cm 『艶』 H60.0×W108.0cm
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学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

15.10.1	re（18,5）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第80号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

※詳細につきましては、各校・園にお問い合わせください。

学校説明会関係行事のご案内

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人入試
研究生入試 C ～ （木）（月） 2月 4日1月25日

B
（日）11月15日

（土）11月14日 （日）・15日
～ （木）（月） 11月 5日10月26日 ※ただし音楽文化研究科は

入試日願書受付期間入試区分 日程

（土）2月13日

（土）2月13日 （日）・14日
※ただし音楽文化研究科は

（月）～15日
のうちの希望日

入試日願書受付期間入試区分対象

入試日願書受付期間入試区分対象

（火）12月 1日

（金）1月22日

（日）1月24日

（木）2月 4日

（水）1月20日

（日）1月17日
（日）1月17日
（月）1月18日

入試日願書受付期間入試区分対象

～ （月）（金） 11月30日11月 6日

～ （土）（木） 1月09日1月 7日

第一志望入試

第1回入試

第2回入試

特待生選考入試

第3回入試

推薦入試

一般入試

単願
併願

推薦入試

一般入試

単願
併願

中
学

高
校

普通科

音楽科

または

（日）1月17日
（月）1月18日

実技

～ （金）（月）郵送 12月07日 1月15日
～（水）窓口 1月 6日 入試日当日
～ （月）（月）郵送 12月07日 1月18日
～（水）窓口 1月 6日 入試日当日
～ （火）（月）郵送 12月07日 1月19日
～（水）窓口 1月 6日 入試日当日
～ （土）（月）郵送 12月07日 1月30日
～（水）窓口 1月 6日 入試日当日

入試日願書受付期間入試区分対象
（日）11月29日推薦・専願入試

入試日願書受付期間入試区分対象
～ （土）（水） 11月28日

試験日当日

～ （水）12月16日

11月18日

（火）1月 5日第1回
一般入試・学力特待選考 第2回

第3回

（日）1月10日～（水）11月18日

（日）1月17日

（土）1月 9日

（月）1月18日

（金）1月15日

中学

推薦入試

一般入試

県外生対象併願推薦型入試

（火）12月15日

・
（水）12月16日

（火）12月15日

（金）1月 8日

高校

※郵送の場合は
　試験前日必着

（8：30まで）
12/30（水）～1/3（日）を除く

・

入試日願書受付期間入試区分 入試日願書受付期間入試区分

（水）１0月 7日内部進学入試 ～ （土）（金） １0月 3日9月25日

（日）１0月25日専願入試・Ⅰ期入試 ～ （木）（金） １0月22日１0月09日

（土）１1月21日Ⅱ期入試 ～ （木）（火） １1月19日１1月10日

（土）１月16日Ⅲ期入試・28年度4月編入 ～ （金）（金） １月15日１月08日

選考日願書受付期間選考園名

入園面接

附幼
選考日願書受付期間選考園名

附二幼 （日）１１月 １日 （日）１１月 １日
成田幼
浦安幼 （土）１0月31日 （土）１0月31日

選考日願書受付期間選考園名
（月） （火）・１０月２6日 27日

入園面接
三田幼

選考日願書受付期間選考園名
（金）１０月２3日

（日）１１月 1日（日）１１月 １日
八王子幼
多摩幼

入試日願書受付期間入試区分 日程

前期

ＡＯ入試
指定校推薦入試
公募推薦入試
保育科･保育コース推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）特別入試
社会人特別入試

入試日願書受付期間入試区分 日程

（土）10月31日B ～ （木）（火） 10月29日10月13日

（土）10月10日A ～ （金）（木） 10月09日10月 1日

（日）11月29日C ～ （金）（月） 11月27日11月 2日

（土）12月19日D ～ （木）（月） 12月17日11月30日

（日）1月17日

後期

ＡＯ入試
指定校推薦入試
公募推薦入試
保育科･保育コース推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）特別入試
社会人特別入試
一般入試

A ～ （金）（木） 1月15日1月 7日

（日）1月31日B ～ （金）（月） 1月29日1月18日

（土）2月20日C ～ （木）（月） 2月18日2月 1日

（土）3月12日D ～ （木）（月） 3月10日2月22日

前期一般入試
A
B

（日）11月29日～ （金）（月） 11月27日11月 2日
（土）12月19日～ （木）（月） 12月17日11月30日

入試日願書受付期間入試区分 日程

※地区・ターミナル試験場は
1月24日（日）のみ

入試日願書受付期間入試区分 日程
（日）11月22日

特別奨学生入試 （日）10月25日

指定校推薦入試

（日）12月20日

前期

（水）
正午

（水）
正午

～（月）11月 2日
ＡＯ入試 スタンダード方式

11月18日

～（月）12月 7日 12月16日

～ （月）（月）10月 5日 10月19日

特別奨学生入試（科目試験方式）

・ （日）（土）25日10月24日

～ （月）（土） 25日1月23日

地元密着特別奨学入試

（日）1月24日

特別奨学生入試（センター試験方式） （日）面接のみ1月24日

（日）12月 6日

公募推薦入試

自己推薦入試
前期

エリア特別奨学入試

公募推薦入試

自己推薦入試

後期

後期
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

特別奨学生入試（科目試験方式） （月）2月08日
全学

一般入試 

センタ－試験入試

A-1

・ （水）（火）09日3月08日一般入試 

センタ－試験入試
C

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月8日（月）・9日（火）のうちの
　希望日に実施

～ （火）（月）11月16日 12月 1日

～ （金）（水）2月17日 3月 4日

～ （月）（月）10月 5日 10月19日

～ （火）（水）2月17日 3月08日

地区・ターミナル試験場

（水）3月16日

後期

全学

帰国子女特別入試
社会人特別入試

～ （木）（月）12月 7日 12月14日

～ （火）（月）12月 7日 12月15日

～ （月）（水）2月17日 2月29日

～ （木）（月）10月 5日 10月15日
私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

（土）

（日）

（水）

10月24日

12月20日

A

B

3月09日C

～ （金）（水）2月17日 3月 4日

～ （月）（月）10月 5日 10月19日

〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試

（土）

（日）

（水）

10月24日

12月20日

A

B

3月09日C〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

同窓会・後援会推薦入試
・ （日）（土） 25日10月24日

※ただし音楽学部のみ3月4日（金）まで

のうちの希望日
※地区・ターミナル試験場は
10月25日（日）のみ

※地区・ターミナル試験場は
1月24日（日）のみ

のうちの希望日

のうちの希望日

［音楽学部 演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （月）（火）3月 1日 3月14日

のうちの希望日

～ （月）（木）郵送 12月24日 1月18日
～ （月）（木）窓口 1月 7日 1月18日

～ （金）（木）郵送 12月24日 1月15日
～ （金）（木）窓口 1月 7日 1月15日

～ （火）（木）郵送 12月24日 1月26日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 1月26日

～ （火）（木）郵送 12月24日 2月 2日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 2月 2日

後期
A

後期
B

前期
B

地元密着特別奨学入試

エリア特別奨学入試

特別指定校推薦入試

一般入試 （日）1月31日
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月31日（日）に実施

センタ－試験入試
A-2

特別奨学生入試（センター試験方式） （月）面接のみ2月08日
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

・ （火）（月） 9日2月08日
※地区・ターミナル試験場は

2月8日（月）のみ

のうちの希望日全学全学科統一入試（科目試験方式）

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月23日（土）～25日（月）のうちの
　希望日に実施

全学全学科統一入試（センター試験方式）

一般入試 （木）2月18日
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月18日（木）に実施

センタ－試験入試
B ～ （月）（木）2月04日 2月15日

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　3月8日（火）・9日（水）のうちの
　希望日に実施

～ （火）（月）11月16日 12月01日 （日）12月06日エリア
後期

前期 ～ （月）（月）10月05日 10月19日 （日）10月25日

～ （月）（木）12月24日 1月18日 （日）1月24日

～ （火）（木）12月24日 2月02日 （月）2月08日

■聖徳学園三田幼稚園・八王子中央幼稚園・多摩中央幼稚園

■聖徳大学附属幼稚園・附属第二幼稚園・附属成田幼稚園・附属浦安幼稚園

■聖徳大学附属小学校（共学）

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

平成28年度  入試日程

入試日願書受付期間入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程

特別奨学生入試 （日）10月25日

指定校推薦入試

特別指定校推薦入試

前期

地元密着特別奨学入試

エリア特別奨学入試

～ （月）（月）10月 5日 10月19日

特別奨学生入試（科目試験方式）

・ （月）（日） 25日1月24日

地元密着特別奨学入試

（日）1月24日

特別奨学生入試（センター試験方式） （日）面接のみ1月24日

（日）12月 6日

公募推薦入試 前期

エリア特別奨学入試

公募推薦入試

後期

後期

特別奨学生入試（科目試験方式） （月）2月08日

特別奨学生入試（センター試験方式）
全学

一般入試 
A-1

センタ－試験入試
C

全学全学科統一入試（科目試験方式）

全学全学科統一入試（センター試験方式）

～ （火）（月）11月16日 12月 1日

～ （月）（月）10月 5日 10月19日
地区試験場
（会場 ： 仙台、新潟）

（日）

（日）

10月25日

1月24日

前期

後期

全学

※地区試験場は2月8日（月）のみ

のどちらか一日を選択

面接のみ

・ （水）（火） 9日3月08日一般入試 
～ （金）（水）2月17日 3月 4日

のどちらか一日を選択

～ （月）（木）郵送 12月24日 1月18日
～ （月）（木）窓口 1月 7日 1月18日

～ （火）（木）郵送 12月24日 2月 2日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 2月 2日

前期
B

・ （月）（日） 25日1月24日
センタ－試験入試 のどちらか一日を選択

一般入試 （日）1月31日
センタ－試験入試 （日）面接のみ1月31日

A-2

（月）面接のみ2月08日

・ （火）（月） 9日2月08日
のどちらか一日を選択

※地区試験場は2月8日（月）のみ

・ （火）（月） 9日2月08日
のどちらか一日を選択

面接のみ

一般入試 

センタ－試験入試
B

（木）2月18日
（木）面接のみ2月18日

～ （月）（木）2月04日 2月15日

・ （水）（火） 9日3月08日
のどちらか一日を選択

面接のみ

地区試験場
（会場 ： 秋田、福島、新潟）

～ （火）（月）11月16日 12月01日 （日）12月06日エリア
後期

～ （月）（木）12月24日 1月18日

～ （火）（木）12月24日 2月02日 （月）2月08日

～ （金）（木）郵送 12月24日 1月15日
～ （金）（木）窓口 1月 7日 1月15日

～ （火）（木）郵送 12月24日 1月26日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 1月26日

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
学士入試※
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　特別奨学推薦入試※

一般入試
学士入試※
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　特別奨学推薦入試※

（日）12月 6日

（木）2月18日

B

（火）3月08日D

C

入試日

～ （火）（月）11月16日 12月 1日

～ （月）（木）2月 4日 2月15日

～ （金）（水）2月17日 3月 4日

願書受付期間入試区分 日程

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／文学部（女子）／人間栄養
　学部（女子）／音楽学部（女子）編入学、聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

▶10月11日［日］
10：30〜14：00

▶11月29日［日］
10：30〜14：00

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

聖徳大学
松戸キャンパス

★学食無料体験あり

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

進学相談会

学校説明会

オープンスクール
　  【入試対策編】

学校見学会

音楽講習会

▶10月11日［日］ 

▶11月8日［日］

▶10月10日［土］・17日［土］・24日［土］・31日［土］

▶10月11日［日］ ▶11月22日［日］ ▶12月13日［日］

▶10月18日［日］ 

▶11月15日［日］ 

▶10月24日［土］ 
▶11月8日［日］ 

▶11月14日［土］ 
▶11月29日［日］ 

入試説明会
聖徳大学 通信教育部 
児童学部 児童学科
心理・福祉学部
	 心理学科　社会福祉学科
文学部		 文学科
聖徳大学短期大学部 通信教育部 保育科
聖徳大学大学院 通信教育課程
児童学研究科 児童学専攻 

〔博士前期課程／博士後期課程〕

■１０月生願書受付について

● 選考方法
● 願書受付期間

（大学・短大）

出願書類の受付は、期間中は随時行っています。

7月1日（水）〜10月31日（土）【必着】

※ 聖徳大学大学院通信教育課程10月生の受付は終了しました。
　 平成28年度春学期入学生の募集要項は、10月1日より配布予定です。

書類選考のうえ入学を許可します。
（入学試験はありません）

１０月生出願締切り迫る！ この秋からスタートするラストチャンス！

9：30〜

10：00〜16：00

9：30〜

10：00〜16：00

9：30〜

9：30〜

9：30〜

9：30〜

▶11月8日［日］ ▶12月12日［土］【Ⅱ期対象】 【Ⅲ期・編入対象】10：00〜11：30 10：00〜11：30

（中学校のみ）

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

ご予約はお電話にて　電話：0267-52-2111

かすがの森は標高約1000ｍ。
10月中旬から紅葉が始まります。
見ごろは10月下旬～11月上旬。
宿泊料金・プランは

ホームページをご覧ください。

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

秋 の ご 宿 泊
予 約 承り中！！

http ://www.kasuganomori.com/

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
研究生入試
　　　（留学生除く） C

（土）2月13日

（土）2月13日 （日）・14日
～ （火）（月） 2月09日1月25日 ※ただし音楽文化研究科は

B
（日）11月15日

（土）11月14日 （日）・15日
～ （火）（月） 11月10日10月26日 ※ただし音楽文化研究科は

入試日願書受付期間入試区分 日程

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試

（月）～15日
のうちの希望日

C
（土）2月13日

（土）2月13日 （日）・14日
～ （木）（月） 2月04日1月25日 ※ただし音楽文化研究科は

B
（日）11月15日

（土）11月14日 （日）・15日
～ （木）（月） 11月05日10月26日 ※ただし音楽文化研究科は

（月）～15日
のうちの希望日

〈博士前期課程〉

〈専門職学位課程〉（教職研究科）
入試日願書受付期間入試区分 日程

B （日）11月15日～ （火）（月） 11月10日10月26日

C ～ （火）（月） 2月09日1月25日

D （日）3月06日～ （水）（月） 3月02日2月22日

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試
教職大学院連携協力校（園）
　特別奨学生入試

（土）2月13日 （月）～15日
のうちの希望日

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／
　文学部（女子）／人間栄養学部（女子）／音楽学部（女子）／
　聖徳大学短期大学部（女子）

入試日願書受付期間入試区分 日程

※地区・ターミナル試験場は
1月24日（日）のみ

入試日願書受付期間入試区分 日程
（日）11月22日

特別奨学生入試 （日）10月25日

指定校推薦入試

（日）12月20日

前期

（水）
正午

（水）
正午

～（月）11月 2日
ＡＯ入試 スタンダード方式

11月18日

～（月）12月 7日 12月16日

～ （月）（月）10月 5日 10月19日

特別奨学生入試（科目試験方式）

・ （日）（土）25日10月24日

～ （月）（土） 25日1月23日

地元密着特別奨学入試

（日）1月24日

特別奨学生入試（センター試験方式） （日）面接のみ1月24日

（日）12月 6日

公募推薦入試

自己推薦入試
前期

エリア特別奨学入試

公募推薦入試

自己推薦入試

後期

後期
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

特別奨学生入試（科目試験方式） （月）2月08日
全学

一般入試 

センタ－試験入試

A-1

・ （水）（火）09日3月08日一般入試 

センタ－試験入試
C

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月8日（月）・9日（火）のうちの
　希望日に実施

～ （火）（月）11月16日 12月 1日

～ （金）（水）2月17日 3月 4日

～ （月）（月）10月 5日 10月19日

～ （火）（水）2月17日 3月08日

地区・ターミナル試験場

（水）3月16日

後期

全学

帰国子女特別入試
社会人特別入試

～ （木）（月）12月 7日 12月14日

～ （火）（月）12月 7日 12月15日

～ （月）（水）2月17日 2月29日

～ （木）（月）10月 5日 10月15日
私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

（土）

（日）

（水）

10月24日

12月20日

A

B

3月09日C

～ （金）（水）2月17日 3月 4日

～ （月）（月）10月 5日 10月19日

〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試

（土）

（日）

（水）

10月24日

12月20日

A

B

3月09日C〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

同窓会・後援会推薦入試
・ （日）（土） 25日10月24日

※ただし音楽学部のみ3月4日（金）まで

のうちの希望日
※地区・ターミナル試験場は
10月25日（日）のみ

※地区・ターミナル試験場は
1月24日（日）のみ

のうちの希望日

のうちの希望日

［音楽学部 演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （月）（火）3月 1日 3月14日

のうちの希望日

～ （月）（木）郵送 12月24日 1月18日
～ （月）（木）窓口 1月 7日 1月18日

～ （金）（木）郵送 12月24日 1月15日
～ （金）（木）窓口 1月 7日 1月15日

～ （火）（木）郵送 12月24日 1月26日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 1月26日

～ （火）（木）郵送 12月24日 2月 2日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 2月 2日

後期
A

後期
B

前期
B

地元密着特別奨学入試

エリア特別奨学入試

特別指定校推薦入試

一般入試 （日）1月31日
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月31日（日）に実施

センタ－試験入試
A-2

特別奨学生入試（センター試験方式） （月）面接のみ2月08日
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

・ （火）（月） 9日2月08日
※地区・ターミナル試験場は

2月8日（月）のみ

のうちの希望日全学全学科統一入試（科目試験方式）

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月23日（土）～25日（月）のうちの
　希望日に実施

全学全学科統一入試（センター試験方式）

一般入試 （木）2月18日
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月18日（木）に実施

センタ－試験入試
B ～ （月）（木）2月04日 2月15日

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　3月8日（火）・9日（水）のうちの
　希望日に実施

～ （火）（月）11月16日 12月01日 （日）12月06日エリア
後期

前期 ～ （月）（月）10月05日 10月19日 （日）10月25日

～ （月）（木）12月24日 1月18日 （日）1月24日

～ （火）（木）12月24日 2月02日 （月）2月08日

※は編入学試験のみ実施

入試日願書受付期間入試区分 日程

10：00〜14：00

※時間は9：00〜15：00の間でお選びください。

セイトクの派遣会社だから安心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

外観 露天風呂 客室

入試必勝講座・個別相談会

夜のキャンパス見学ツアー

▶10月3日［土］14：00〜		▶11月3日［火・祝］14：00					▶11月14日［土］14：00〜

▶10月31日［土］	14：00〜		▶11月29日［日］	14：00〜		

▶10月15日［木］	18：30〜

予約不要

予約不要

要予約

10：00〜

■聖徳大学看護学部（女子）


